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　11月10日、元ೆۃ地域観ଌ隊の一員で、八戸工業大学
大学院।教授の҂川ܙ理ઌ生をお招きし、ೆۃに関するサ
イエンスಛผ講座を実施した。
　前൒は、ೆۃ観ଌに参加したときのリアルな体験談や、
ೆۃに生ଉする植物、ೆ 。のҧいなどが঺介されたۃと北ۃ
生徒はڵຯ津ʑの༷子でメϞをとりながら聞いていた。
　後൒は、どんな仕事も文ܥと理ܥの人が協力して行って
いること、好きなことを見つけܧଓできるようఘめない心
が大੾だというਐ路選୒の一ॿとなるアドバイスをいただ
いた。
　生徒は、「ೆۃの植物の話しと、ਐ路の話しがڵຯ深かっ
たです。仕事には文ܥと理ܥが深く関わっていることを知
り、とても勉強になりました」と感૝を述べた。

੨৿ʹؔΘΔՊ学ٕज़Λ学Ϳ　
　10月2�日、第２ճ校外学習が実施され、青森県に関わる
科学や科学技術のྺ史を学ぶ目的で、࿡έ所原೩PRセンター
と青森県立ࡾ沢ۭߤ科学館を訪れた。
　࿡έ所原೩PRセンターでは、施設を見学、์ࣹઢଌ定ث
を使って਎のճりにあるものの์ࣹઢྔをଌ定し、༷ʑな場
所で์ࣹઢが使われていることを学んだ。
科学館を訪れ、ϛス・ビードル߸や青ۭߤ沢ࡾ後からはޕ　
森県に関わるۭߤのྺ史についての知ࣝを深め、体感型ల
ࣔによりۭをඈぶ仕組みやۭߤにかかわる技術を楽しみなが
ら学んだ。Ӊ஦κーンでは、Ӊ஦探ࠪや地ٿ観ଌのలࣔを
見学、Ӊ஦がより਎近になっていることを感じた。生徒ୡは、
༷ʑな分野における科学技術がண
実にਐาしていることを実感した。

࣮ମ͔ݧΒೆۃΛ学Ϳ

աڈͱ現在Λͭͳཱྀ͙　
　11月４日ʙ６日、３年生が
「ྺ史・文化・産業・自然・
4%GT」をテーマに、修学ཱྀ行
に秋田県と岩手県を訪れた。
　１日目はඌڈ沢߭山の޵
道内をガイドさんの話を聞
きながらาいてճり、その後、
࠭ۚ取りを体験した。޵道内
のԹ౓は通年を通して12ʙ
13ˆ、߭山を۷りすすめてい
くことの大มさを実感した。
　２日目は入道崎、உࣛ水଒館GA0、なまは͛館、真山
伝ঝ館、פ෩山、֯館を訪れた。どの見学地もॆ実した内
容であったが、ಛに、目の前で൸࿐されたなまは͛習ଏの

表　ࢴ　　さくら幼稚園

さくら幼稚園50周年
　10月23日、さくら幼稚園50प年記念イϕントが八
戸工業大学体育館を会場に行われた。園児は、ॳめて
の場所にいささかۓு気ຯではあったが、ඌ崎直子෕
฼と教師の会会௕ѫࡰがऴわり園ՎをՎいऴわるࠒに
は、いつもの元気なসإに໭っていた。
　後൒は、親子で体ૢや;れあい༡びをし、園児全員
で手話ソング「にじ」を൸࿐し（表ࢴ写真）、年௕組が「ビ
リーブ」をՎった。࠷後は、َ໓のਕのキャラクター
にกした八戸工業大学生が登場、園児にアニマルアー
トバルーン等のプレθントがあった。
　コロナՒでの開催は、෕฼にも子どもୡにも思い出
に残るイϕントになったことだΖう。
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八戸工業大学
̿�ʵ� ৽年学長ϝοηーδʗ৽੒人ʹฉ͘ʗ 0#0( ϝο

ηーδʗΞΠススέート෦༏勝ʗΦϯϥΠϯ学Ԃ
࢒෦ೋ෦༏勝ʗόϨーϘール෦一෦ٿ໺ࣜߗʗࡇ
ཹʗ文化会ૼ月లʗެ։࠲ߨ

̿�ʵ� 八戸ౙࠃق体シϯϘルϚーク・スϩーΨϯ࠾用ʗ
৽型ίϩφ΢Πルスҩྍࢧԉʗઇ෗පධՁܥの։
ൃʗ৽年౓ࡾ෦会໾員ܾఆʗۀاͱ࿈ܞतۀʗ田
໊෦૊ڠఆక݁ʗ学಺ϫクνϯ઀छঢ়گʗඇ઀৮
型ফಟ機دଃʗΦーϓϯΩϟϯύス༧ఆ ʗறं৔
੔උʗ２月～４月༧ఆʗ����年౓入試

八戸工業大学第一高等学校
̿�ʵ� 体育ࡇʗ工大一ࡇʗࠇ田܅੢෢ϥΠΦϯζυϥϑ

ト̑Ґʗ工ۀ科高大࿈ۀࣄܞʗී通科 ( ϓϩδΣ
クトʗ ( Ωϟϯϓʗࡔಓ໊の؃൘دଃʗ令和３年
౓ਐ࿏ঢ়گ中間報ࠂ

八戸工業大学第二高等学校
̿ø÷ʵøø ඒज़ίースల্ࢽଔ࡞੍ۀలʗ令和３年౓ਐ࿏ঢ়

ʗࠂ中間報گ 4%(͂ ɿ֎຿ল高ࢠ・࠲ߨߍͲ΋৯
ಊ・２学年ݟۀا学・നਆࢁ஍トϨοΩϯάπΞー・
ֆຊಡΈฉかͤ・͸͠かΈ͍͍ͱ͜޿Ίୂ・ϚΠ
クϩϓϥスνοク分ੳ݁Ռ報ࠂ会 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校
̿øù म学ཱྀߦʗαΠΤϯスಛผ࠲ߨʗ第２ճߍ֎学श

̿øù ͘͞ら༮ஓԂ��प年ʗཧࣄ会・ධٞ員会

ഭ力には、ѹ౗された。॓ധઌの༦食のバイキングはѹר
で、何౓もおかわりをする生徒͹かりであった。
　３日目は中ଚۚࣉ৭堂と、えさし౻原のڷを訪れた。こ
の時期はߚ葉が見ࠒで生徒ୡは驚きの੠をあ͛、その༷子
をࡱ影している࢟が多く見られた。ある生徒は「見学場所
はどこもڵຯ深く、秋田や岩手が好きになった。ྺ史の知
ࣝも深まった。なまは͛習ଏを見て、心の面でも強くなれた」
と感૝を述べた。
このコロナՒで
修学ཱྀ行を実施
できたことは、生
徒にとって大き
な経験となった
ようだ。

さくら幼稚園創立50周年記念イベント
「親子であそぼう」
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˖��݄��೔ɹཧࣄձ
　・「八戸工業大学学ଇ」มߋに関する݅
　・「八戸工業大学ಛ଴生・঑学生نఔ」վ正に関する݅
　・八戸工業大学学務システムߋ新に関する݅
　・学校法人八戸工業大学資産運用に関する݅
˖��݄��೔ɹཧࣄձ
　・「八戸工業大学学අೲ入نఔ」վ正について
　・「八戸工業大学ಛ଴生・঑学生نఔ」վ正について
　・�「学校法人八戸工業大学ి子取Ҿ関܎情報のగ正ٴび
制定について「ߝに関する事務ॲ理ཁࢭআの๷࡟

　・資産運用について
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「おじい͞Μ　お͹あ͞Μ　ͲうͧΊしあがれɻ」「おじい͞Μ　お͹あ͞Μ　ͲうͧΊしあがれɻ」

年௕૊　ܶޠݴ
ʮ͔ͧ͞͡͏ʯ
年௕૊　ܶޠݴ
ʮ͔ͧ͞͡͏ʯ

「͛Μきいͬͺい
　　　おͲり·͢⽏」
「͛Μきいͬͺい
　　　おͲり·͢⽏」

年௕૊　Իָܶ
ʮ๺෩ͱଠཅʯ
年௕૊　Իָܶ
ʮ๺෩ͱଠཅʯ

「͸ͳ͚͞、ͺ͔ͬ～Μɻ
　　　　　　う～Μ、͔い͔ʂ」
「͸ͳ͚͞、ͺ͔ͬ～Μɻ
　　　　　　う～Μ、͔い͔ʂ」

ຬࡀ�૊　༡ٔ
ʮ͕͓͑ͷ·΄͏ʯ
ຬࡀ�૊　༡ٔ

ʮ͕͓͑ͷ·΄͏ʯ

年中૊　༡ٔ
ʮΏΊ͍ͬͺ͍ʯ
年中૊　༡ٔ
ʮΏΊ͍ͬͺ͍ʯ

「ͨのしい͜とͳΒ　いͬͺい～̇」「ͨのしい͜とͳΒ　いͬͺい～̇」
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　12月９日（໦）、10日（ۚ）に分けて行われたクリスマス会。前日、
߱園時間ΪリΪリまで࿅習をしていた子どもたちは、ۓுは見られ
たもののҥ装をつけるとすっかり役になりきっていた。࿅習の成果
を存分に出し੾り、ນがดまるまでϙーζをとる子どもたちに੯し
みないഥ手がૹられた。出൪をऴえた解์感とຬ଍感からか、子ど
もたちの໭ったクラスからはいつもҎ上に໌るくに͗やかな੠が聞
かれた。一方発表会がऴわり子どもたちのڈったϗールでは、教職
員制作の50प年のาみの%V%が上映された。なかなか見ることの
ない園生活の༷子を知ってもらう発表の機会になったようだ。
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「おおきい　さつまいも　ほれたよ♪」

～SDGｓ　さつまいも掘り～ ～お店屋さんごっこ～

「スイッチ　かいにきてね♥」

～保育参観日・音楽鑑賞会～

「シャン シャン シャン。たのしいな♪」

～お店～SDGｓ　さつまいも掘り～
会～

おもいでをいつまでも

　ブロックで
作ったものを
Ａ܅に「かっ
こいいͶ」と
๙められた̗
しかっخ。܅
たようで「Ａく

ん、やさしいͶ」と੠をֻ
けていた。Ａ܅は「 く̗んに
やさしいっていわれた」とإ
を赤らめخしそうに報告して
くれた。「Ａ܅も̗܅もとっ
てもخしい気࣋ちになった
Ͷ」と話すとೋ人ともにっこ
りしていた。その後もҧう༡
びの中で「Ａくん、やさしい
Ͷ」と言われ、「またやさし
いっていわれた」と大تびし
ているＡ܅の࢟が見られた。
΄っこりした一日になった。

　ͻと月に一౓のආ
೉܇࿅日。ॳめての
子もいたので、なる
べく不҆にならないよ
うに地਒૝定の܇࿅
があることとରॲの
仕方を伝えた。テーブルの
Լに਎をӅすようにࣔࢦされ
ると੩かにテーブルのԼへ。
԰外へආ೉の際、上ཤきを
୤いで༡んでいた子が少し
஗れたものの、ٽいたり、
૽いだりする子はいなかった
が、ࣨ内に໭りආ೉܇࿅に
ついて話をすると、΄っとし
たのかٽき出した子がいた。
ただ、いつ何があるかわか
らないので、ආ೉܇࿅の大
੾さを伝えていきたい。

೥গ૊　11݄1�೔ʢਫʣຬ͍̏ͪ͝ࡀ૊
11݄1�೔ʢਫʣ

～勤労感謝の集い～
「いつも、きれいにおそうじ
してくれてありがとう♥」

　クリスマスツリー制作の
際、ツリーにషる໛༷を細
かくしす͗てपりから大分஗
れてしまった子たちがいた。
੾ったࢴを一ຕずつきれい
にฒべるなど細部にまでこだ
わって作っていたので時間が
かかるのは౰然。ただ、今
後に向けてؤுりはೝめな
がらも時間を考えて自分なり
に工෉できるようにվめてࢦ
ಋしていかなけれ͹、と思っ
た。それͧれが工෉して作っ

た੕やブーツ、
Լなどをషۺ
り全員が׬
成。思いの٧
まったツリーに
ຬ଍気な子ど
もたちだった。

　ஆかかったので、࠭場を
開์した。ૣ速じょうΖで水
を࠭にかけ、ݻまる༷子を
見ていた。それからフライパ
ンにびっしり࠭を入れ、水
のྔを加ݮしながらかけて
はゆっくり੩かにୟいてい
た。「΄んもののチョコレー
トみたいに、ちゃんとたいら
にしたんだよ」と見せにきた
ので、「上手だͶ。本物かと
思ったよ」と言うと「みずを
かけるといΖんなものができ
るから、またや
りたいな」と言っ
ていた。Նに࠭
༡びをした時と
少しҧうことを
感じていたよう
だ。

೥த૊　11݄1�೔ʢۚʣ ೥௕૊　11݄��೔ʢਫʣ

～焼き芋会～
「やきいも　おいしいね♥」

　「おはようご͟います」と、いつも଴ってくれ
ている園௕ઌ生の੠に、Ҿき寄せられる༷に入っ
ていくଙ２人です。
　３月29日生まれの２人は、３ࡀになってす͙
に入園式があり心഑しましたが、ઌ生方に見क
られてあと少しでଔ園です。
　ॳめての運動会で、খさな体に運動ணをணて、
たどたどしい଍で行ਐしたときは本౰に感動し
ました。いΖいΖ思い出されます。また、さま
͟まな行事やアイディアいっͺいの制作物等、
ઌ生方にはいつも感心させられます。ଙୡもಘ

ҙ気に私にઆ໌してくれます。今はコロナՒで
行事がॖখされ、園でのଙୡの༷子を見ること
が少なくなり残念でしたが、お迎えの車の中で、
「たのしかったあー」と言ってくれることが、何
よりのプレθントです。
　園௕ઌ生、ઌ生方ありがとうご͟います。
　૗ちゃん、Ᏽちゃん、いつもじいちゃんと༡
んでくれてありがとうͶ。

（ゆり組　下田奏太朗くん
　ばら組　下田晟太朗くんのおじいちゃん）

҆ϲฏɹຬ͞Μ
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　成人式を迎えて、大人としての
一าを౿み出せたことにتびと少
しの不҆を感じています。大人に
なるということは、今までҎ上に
期଴される場面や੹೚をٻめられ
ることが૿えると思います。自分
の言動に੹೚を࣋てるよう日ʑ౒
力し、立派な社会人としてपりの期଴にԠえられるよう
にਫ਼ਐしていきます。

　ઘࢁ　྄ฏ（土໦ݐங工学科２年／八戸工業高）

　新年໌けましておめでとうご͟
います。
　世界的な新型コロナウイルス
感染঱の拡大に൐い社会情੎は
ܹม、4%GTを࢝めとする༷ʑな
社会的課題への取組は新ہ面を迎
えています。さらに࠷近は、୤୸
ૉ社会の実現に向けた動きが加速
し、全世界が一ؙとなってその

ΰールに向かって行動しています。
　これらのॾ課題を解決にಋくためには、社会・経済、科
学技術・情報など෯広い分野の視఺を࣋った知ࣝとԠ用力
がඞཁとなり、大学等の高等教育機関にはこれを備えた人
材の育成がٻめられています。ಛに産業界からは、A*や
*o5などの新しい技術にରԠでき、それらを高౓にԠ用で
きる෯広い分野の知ࣝをもった人材がٻめられています。
　これにԠえるため、本学は今年４月にվ組を行います。
工学を分野横அ的に学べるように、工学部５学科を１学科
に౷合し、工学部工学科（５コース制）とします。
　また、感性デザイン学部は、学科名শを感性デザイン学
科にมߋします。このվ組に൐い新しいカリキュラムをߏ
成、工学部に෯広い工学分野の技術を知る分野横அ型の科

目を設ஔし、工学部と感性デザイン学部の両学部に学部横
அ型の「人の感性をॏ視したϞノͮくりができる力」をཆ
う科目、また *5スキル強化のための「A*・データサイエ
ンス・਺理」関連の科目を設ஔします。新体制の教育を通
じて、地方૑生を୲う人材、෯広いૉཆを࣋った有ҝな人
材を育成していきます。
　今年、本学は大学設ஔೝՄをडけてからü÷年となりま
す。このઅ目の前年౓にあたるྩ࿨３年౓は、૑立ü÷प年
記念プレ・イヤーとして、シンϘルマークの制定を࢝め༷ʑ
なプレイϕントを実施してきました。ಛに「学生がつくる
ü÷प年」と໏ଧって、学生の主体的な活動を支援する「学
生チャレンジプロジェクト」や、大学正門からメディアセ
ンターまでの一ଳを、教育や市民開์の場として੔備する
事業に取り組んでいます。
　４月からは、૑立からの50年をৼりฦり、これまでご支
援いただいた多くのօ༷に「感ँ」を伝え、そのઌのビジョ
ンを͛ܝ「ਐ化・成௕」を੤う機会とଊえて活動を本֨化
させ、10月には式య・ॕլ会を実施予定です。
　૑立50प年を機に、ߋなる社会ݙߩを行う決ҙを新たに
し、ະདྷに向けてᬏਐしていきたいと考えています。
　今年もよΖしくおئいいたします。

ീ޻ށ業େ学��प年イϠーΛܴ͑ͯ ֶ௕ɹࡔຊɹఓஐ

　大きくม化した日ৗの中、ະだ
大きなࢼ࿅に൱Ԡなく立ち向かっ
ていかなけれ͹ならないঢ়گがଓ
いています。その中で、ແ事に
ೋ十ࡀを迎えることができ、վめ
て今まで私のことを育ててくれた
家଒や支えてくださったたくさん
の方ʑに深く感ँしています。
　今後は、新成人として੹೚ある行動を心がけ、お世話
になった方ʑにڳをுれる自分でいられるよう日ʑ౒力
を੯しまず、何事にもੵۃ的にチャレンジしていき、স
で私らしくาいて行けるような道を੾り୓いていきたإ
いと思います。
ຊ໌日ᠳ（生໋環境科学科２年／八戸੟ウルスラ学院高）ࡔ　

　感性デザイン学科0Gの
上野ᴈ߳です。
　就職した株式会社田名
部組と฼校である八戸工
業大学が産学連携の「はち
のへʰまちʱプロジェクト
のج本協定を結びました。
۩体的な動きとしては中
心֗の೐わいと発లに寄༩するための工業大学のサテラ
イトオフィスを౰社が所有する൪町ビル内に設ஔ。また、
八戸地域の現ঢ়を学んでいただくための寄付講座の開設
をする予定です。このプロジェクトを通して、経済・産
業ともに八戸を発లさせていけれ͹と思います。

৽੒ਓʹฉ͘ 0#・0(ϝοηʔδ
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　本学と島क地۠が取り組Ή教育・研
究活動「しまもり4%GT」の一環とし
て、同地۠を会場に公開講座が行われ
た。୲౰教員は、自਎の専門分野を島
क地۠の現ঢ়や課題にབྷめて঺介し
た。（開催はྩ࿨３年11月）
˗�͍ ·͞ΒͰ͕͢ɺ͠·΋Γ4%(T
ͷ঺հͱɺ̎月ʹ͓͜ͳͬͨຯ઻ۄ
ͷࠓ
生໋環境科学科教授　੕໺　　อ

ീࢢށౡक஍۠ʹͯ公։࠲ߨΛ։࠵
˗�೶ଜిԽͱ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔ
ి気ి子工学科講師　Ֆా　Ұຏ

˗ҿΈਫͷະདྷͱ4%(T
土໦ݐங工学科।教授　ླ໦　୓໵
มΘΕ͹ੜ෺΋มΘΔʙੜ෺ଟ͕ڥ؀˗
༷ੑͱੜଶ系ػೳͷཧղʹ͚ͯ޲ʙ
生໋環境科学科教授　ా中　ٛ޾

˗�͠ ·΋ΓͰാΛआΓͯ੖ߞӍಡͳ
4%(TͷऔΓ૊Έʹ͍ͭͯ
土໦ݐங工学科।教授　ߴ੉　৻հ

　11月21日ʙ23日に宮城県で行われた「ྩ࿨３年౓東北地
۠学生アイスϗッέー選手ݖ大会݉第94ճ日本学生ණ上ڝ
技選手ݖ大会東北地۠予選」にてアイススέート部（アイス
ϗッέー部門）が༏উ、インカレ出場を決めた。東北地۠予
選の༏উは７年ぶり、インカレへは２年ぶり1�౓目の出場と
なる。　　　　　　　　　　　　　　　　؂ಜ　ຊ間　࢜و

ΞΠεεέʔτ෦༏উʂΠϯΧϨग़৔΁ʂ

　Ԇ期となっていた第ûĀճ工大ࡇがøø月６日、オンライン
にて開催された。今年のテーマは「学園ࡇって本౰に楽しいʂ
CA/ MA,& )*5」で、:oV5VCFをར用して഑信された。
　一ൠ公開した第１部では学科とサークル঺介の動画഑信、
第２部では学内限定のF�TQorUT大会とビンΰ大会が行われた。
　学園ࡇ実行委員௕のࡾ田知広さん（システム情報工学科２
年／ҵ城・উ田高）は、新たな学園ࡇの形を作ることが出དྷ
たことをتび、2022年秋、50प年を迎えての開催に「期଴
して΄しい」と話した。

ୈ��ճ޻大ࡇɺΦϯϥΠϯʹͯ։࠵

（左）三田さん（右）関口結実さん（システム情報工学科1年／八戸北高）

ೋ部リーグઓにق秋ٿ部が2021年౓北東北大学野ٿ式野ߗ　
おいて、༏উを果たした。౉ล凌੖౤手（ి気ి子工学科１
年／八戸工大一高）が４উを࠷͛ڍ༏ल選手৆、またߥ川Ᏽ
内野手（土໦ݐங工学科１年／盛岡工高）、福士ཽ生外野手（ి
気ి子工学科２年／五所川原工高）がϕストナインに選出さ
れる活躍を見せた。དྷقの一部リーグঢ֨に期଴したい。

ฏ߁　問　大ࣨސ　

෦ೋ෦Ϧʔά༏উʂٿ໺ࣜߗ

　11月８日ʙ12日、中ࢭ
となった「彩ࡇ࠽」にସわ
り、学生ϗールにて文化ܥ
サークルが日ʑの活動内容
をలࣔ঺介する「ૼ月ల」
が開催された。会期中、学
生や教職員が訪れ、活動঺
介のパネルやアート作඼、
మ道ジオラマなどのలࣔ඼
をோめていた。

จԽձɺૼ月ల։࠵

　バレーϘール部
は、「第5�ճ東北
バレーϘール大学
リーグઓ」におい
て、東北一部リー
グ５Ґという結果
にऴわり、インカ
レ出場の目ඪを果たすことができなかった。2021年౓は新
型コロナウイルス感染঱ରࡦによるมଇ的な日ఔから、学生
たちは体調؅理や調੔にۤ労していた。དྷقは࿅習をॏͶ、
ੋඇとも念ئのインカレ出場を果たしたい。

؂ಜ　ࠇୌ　ହੈ

όϨʔϘʔϧ෦Ұ෦ཹ࢒ɺདྷظʹق଴
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　スローガン採用のお知らせを聞いたときは、まさか自分が
選͹れるとは考えてもいませんでしたので、とてもخしく思
いました。
　大学入学を機に岩手から八戸にҠり住んで10年、八戸のౙ
はઇが少ない୅わりに֗のࢸる場所が結ණし、スέートڝ技
が਎近で環境が੔っていることはとても大きな驚きでした。八
戸がණ౎と呼͹れる理༝を、日ʑ生活しながら実感しています。
　2023年の国体では、選手のօさんがこれまでの࿅習の成果
を遺״なく発شし、八戸市がණ౎としてさらに盛り上がってい
くことをئっています。開催が今からとても଴ちԕしいです。

ଠ໺　ਸ਼و（感性デザイン学部ଔ）

2�2�年ౙق国ମγϯϘϧϚʔΫ・εϩʔΨϯ࠾༻
在学ੜͱଔۀੜͷ8࠾༻
　2023年１月ʙ２月、八戸市とೆ部町で開催されるౙق国体スέート・アイスϗッέーڝ技会のスローガンとシンϘルマーク
が決定。シンϘルマークは౻ೄ大थさん（感性デザイン学部２年）、スローガンは0Gのଠ野ਸ਼وさん（感性デザイン学部ଔ）
の本学にとって8のշڍとなった。

　シンϘルマーク作成に౰たり、八戸での
開催、ະདྷへつな͙国体、スέートリンク
場を選手が׈っているシーンをイメージ
し、ౙを感じさせる青をج調としたクール
なデザインを心がけました。
　この採用で、تびと共に自分のデザイン
がೝめられことをخしく思います。
　シンϘルマークの制作に携わり、มߋҙ
ਤをټんで修正Ҋを制作するといった実践的なデザインプロ
セスを体感することができました。この経験を今後の活動に
生かせるよう、日ʑਫ਼ਐをॏͶたいと思います。

౻ೄ　大थ（感性デザイン学部２年／八戸工大ೋ高）

　øù月øþ日、学友会、体育会、文化会の新年౓役員が坂本
ఓஐ学௕を表ܟ訪問した。新役員の多くは現在１年生で、フ
レッシュな感性と行動力で体育ࡇ・学園ࡇ・彩ࡇ࠽等の行事
に取り組んでཉしいと、坂本学௕からܹྭをडけた。

学友会委員長 ޿஌　ాࡾ システム情報工学科２年　茨城・勝田高（前列左から２人目）
体育会会長　ઘࢁ　྄ฏ　土木建築工学科２年　八戸工高　　（前列右端）
文化会会長　઒ګࠨ　ޱ　機械工学科１年　　　八戸工大一高（後列右から２人目）

総業㈱と感ࡩ　
性デザイン学部
による、খ型ۭ
気ਗ਼ড়機のネー
ϛング・リーフ
レットデザイン
ఏҊ協ಇプロ
ジェクトが行われ、ワークショップ、デザイン制作、リϞー
ト会ٞによる発表会など、デザインの現場でॏཁなクライア
ントとのキャッチϘールが体感できる授業となった。
　12月９日、学生ùü名が同社の੡඼੡造現場（青森工場）を見
学、℮୩ར通理事௕、ᕆརೳ೭研究開発୅表ސ問も同行した。
見学後、༏ल作඼制作ऀ８名に表জঢ়と෭৆が手౉された。
感性デザイン学部教授　ߴ԰ࢠٱت・।教授　҆෦　৴ߦ

৽໾員ܾఆ 
ג	ۀ૯ࡩʷീۀ޻ށ大学 ಇϓϩδΣΫτڠ
੨৿޻৔ݟ学・දজࣜ։࠵

　10月、八戸ฏ࿨ප院と共同でコロナප౩開設に൐うۭ調
社会連࣏ݡにઌ立つ記ऀ会見ではۚ子ূݕ。を行ったূݕ
携学術ਪਐࣨ௕が、本学研究ブランディング事業「ARC)
PR0J&C5」の地域医療ݙߩをઆ໌。新型コロナウイルス感
染ରࡦにおいても、医療機関と連携し地域ݙߩしていること
を強調した。
　機ց工学科ઙ川୓ࠀ।教授は、今ճはඍཻ子をՄ視化し、
高ਫ਼౓なパーティクルカウンターでܭଌすることにより、ඈ
ລの広がり方や׵気時間をূݕすることをઆ໌。土໦ݐங工
学科খ౻一थ।教授は、ݐங家の立場からප院の設ܭ面に言
画につܭ気やഉԎ・ආ೉׵に൐い、ප౩全体のূݕ調ۭ。ٴ
いてもアドバイスしたいと話した。
　記ऀ会見ऴྃ後、実際に同ප౩でウイルスに見立てたフΥ
グを発生させ、׵気のূݕ実験を行った。

৽ܕίϩφ΢Πϧε医療ࢧԉୈ1�஄

　この研究は、シロイψナζナと
いうࡶ૲でઇ෗පをධՁしたもの
である。ࡶ૲のප気がなͥہ地ࢴ
面トップニュースにʁと思うだΖ
う。このࡶ૲は、遺伝子ૢ作が容
қなため、さま͟まな遺伝子のಇ
きを知るためにར用されている。
　遺伝子ૢ作したࡶ૲は、ઇ෗ප
にかかりやすく、あるいはかかり
にくくなる。つまりࡶ૲を通じて遺伝子の仕組みを知り、
同༷にප気になる作物へԠ用する道۩となるのだ。
　写真の஡৭いཻがઇ෗පە（༥ઇ後のރ葉上に見える
ものでࣳ生をރらす）の֩ەで、植物でいうࠜٿのよう
なものだ。これでՆを越し、൩秋にはここからきのこが
発生する。
　このニュースのࢴ面では私だけが取り上͛られている
が、これは༷ʑな機関との共同研究である。

生໋環境科学科教授　੕໺　　อ

γϩΠψφζφΛ΋͍ͪͨઇ෗පධՁ系ͷ։ൃ
ʙہ஍తʹࢴ໘τοϓΛ০Δʙ

（前列左5人目から栁谷理事長、桜総業福士社長、淺利顧問）

　雪腐病菌

˗γϯϘϧϚʔΫ࠾༻˗εϩʔΨϯ࠾༻

藤縄 大樹さん
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̎月ʙ̐月ͷओͳ༧ఆ
̎月 １日 ฤ入学・స入学ࢼ験

２日 一ൠ選ൈࢼ験前期
øû日 総合型選ൈࢼ験第３クール
øü日 大学院入ࢼ第２࣍選ൈ
４日 一ൠ選ൈࢼ験後期
９日 総合型選ൈࢼ験第４クール
øù日 य़のオープンキャンパス
øÿ日 ྩ࿨３年౓学Ґ記授༩式
２日 ྩ࿨４年౓入学式

３月

̐月

2�22年度ೖࢼ日ఔ　
入試区分 願書受付期間（必着） 試験日

総 合 型 選 抜 試 験
第３クール １月24日㈪～２月２日㈬ ２月14日㈪

第４クール ２月28日㈪～３月４日㈮ ３月９日㈬

一 般 選 抜 試 験
前　期 １月４日㈫～１月25日㈫ ２月２日㈬

後　期 ２月14日㈪～２月24日㈭ ３月４日㈮

大学入学共通テスト利用
選 抜 試 験

前　期 １月４日㈫～１月25日㈫ 令和４年１月
15日㈯・１月
16日㈰の大学
入学共通テスト

中　期 ２月１日㈫～２月14日㈪

後　期 ２月28日㈪～３月14日㈪

　11月25日、㈱Լಙ঎店༷より感染
঱から子どもたちをकりたいと、ඇ
接触型消ಟ෾ໄ機�4台が本法人（理
事௕ ℮୩ར通・写真ӈ）へ寄ଃされ
た。消ಟ機は学生・生徒・園児ଞを
༷ʑなウイルスからकるため各学校
園に設ஔされ、感染঱ରࡦにݙߩし
たとして理事௕より、㈱Լಙ঎店୅
表取క役 Լే米一ହ氏（写真ࠨ）に感ँঢ়がଃられた。

ඇ઀৮ܕফಟدػଃ

˞予定มߋの場合があります。大学)Pで֬ೝください。

　11月、アスフΝルト施工による第３ற車場の੔備がऴྃし
た。水はけとౙ期のআઇ作業を
考ྀした作りとなっており、マ
イカー通学学生がར用しやすい
よう校舎に隣接している。
　本学は、八戸久࣊自動車道八
戸ೆ *Cと国道45߸ઢに隣接し
ており、入学時から自家用車通
学がڐՄされている。

ୈ�றं৔੔උऴྃ

　新型コロナウイルス感染๷ࢭରࡦを取りながらの開催
のため、詳細については本学ϗームページ、5XJUUFr（!
)*5@koVIoV）、-*/&でお知らせします。

։࠵༧ఆ日ɿ2�22年３月12日ʢ౔ʣ

八戸工業大学ϗームページ　IUUQT�//XXX�IJ�UFcI�ac�KQ/

オープンキャンパス開催予定

　本学は株式会社田名部組と地域ݙߩ事業に関するج本協定
をక結した。øù月ùù日に行われたج本協定క結式では、坂
本ఓஐ学௕と田名部ஐ೭୅表取క役が協定ॻにॺ名した。
　坂本学௕は、開学ü÷प年のઅ目にこのような協定を結べる
ことをتび、さらなる地域ݙߩに向けて活動していくことを
強調した。
　この連携にͮجき、八戸市中心֗に「൪町サテライトオフィ
ス（Ծশ）」の開設を予定している。h はちのへ「まち」プロ
ジェクトʱと題し、公開講座を実施したり、学生の制作物を
లࣔするスペースなどを設けるܭ画である。感性デザイン学
部ॿ教Ӊ野あずさと同学部の学生が内装デザインに携わって
おり、今年４月のオープンに向け準備をਐめている。

஍Ҭۀࣄݙߩ΁લ進
ʙా໊෦૊ͱجຊڠఆక݁ʙ

৽ܕίϩφ΢ΠϧεϫΫνϯ઀種ঢ়گ
　９月øþ日・øÿ日、ø÷月øü日・øý日に 4Gプラザ（چ新八Թ
泉）において、希望するþ÷÷名あまりの学生、教職員とその
家଒が２ճのワクチン接छをडけた。これは、八戸൛新型コ
ロナワクチン職域接छ実行委員会が実施した職域接छの一環
として行われたものである。
　接छ日には、企業事務ہとして本法人・大学の職員がड付
や༠ಋなどの運営を୲౰し、଺りなくऴྃした。
　本学では今後とも感染拡大๷ࢭରࡦと学修機会の֬保を両
立するための環境੔備に౒めていく。
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＜国公立大学＞
岩手県立大学
ࣨའ工業大学

＜私�立�大�学＞
八戸工業大学　4�名　
関੢学院大学　
八戸学院大学　３名
東京国際大学　
東北福祉大学　
東海大学　
日本大学　４名
中央学院大学　２名

仙台大学　
଍ར大学　
関東学院大学　
札幌学院大学　
札幌大学　
専修大学　２名
つく͹国際大学
東北学院大学　４名
東洋大学
日本体育大学　
വ館大学　
北海道科学大学　
立教大学　

神奈川大学　
大東文化大学　２名
富士大学　２名
実践女子大学　
ঘ឴学院大学　

＜私立短ظ大学＞
弘前医療福祉大学短期大学部
青森໌の੕短期大学
八戸学院大学短期大学部　２名
࡛玉女子短期大学
仙台赤門短期大学

＜医療系専門学校ޢ؃＞
八戸保健医療専門学校　５名
東北メディカル学院　２名
東京医療専門学校
国際医療福祉専門学校一関校

＜専मŋ各種学校＞
横浜ビューティ＆ブライダル専門学校　２名
٢田学園動物看護専門学校
仙台リκート＆スϙーツ専門学校
八戸理容美容専門学校　３名
盛岡ϔアメイク専門学校
岩手公務員・医療・ビジネス専門学校
仙台医健・スϙーツ専門学校
仙台ビューティーアート専門学校

盛岡公務員法཯専門学校
仙台デザイン＆テクノロジー専門学校
八戸工科学院　２名
弘前高等技術専門校
アレック情報ビジネス学院　４名
デジタルアーツ仙台　２名
東京医療ൿॻ専門学校
東京法཯公務員専門学校仙台校
東北ి子専門学校　３名
日本՛子専門学校
大原スϙーツ公務員専門学校仙台校
仙台大原簿記公務員専門学校

　10月26日、新型コロナウイルス感染঱の影響でԆ
期されていた第63ճ体育ࡇが新井田公園多目的広場
で開催された。
　「౒དྷউ（どっこいしょ）」というスローガンのもと、
感染঱ରࡦを講じ、各ڝ技छ目に工෉をڽらした。
　今年౓ॳの全校行事ということもあり、３年生が
ҙ気༲ʑとリードし、全校一ؙとなって行われた。
生徒たちの一生໋ݒ取り組Ή࢟੎に、ޚདྷෂや保護
ऀのօ༷のت׻やসいがຬちҲれた。
　༏উはԫ２、܉Ґ青３、܉Ґ赤４、܉Ґ白܉。女
子学年ର߅は༏উ１年生、２Ґ２年生、３Ґ３年生
となった。
　生徒たちのসإが光るૉ੖らしい体育ࡇとなった。
　スローガン表জ：大村　ᠳฏ܅（情報コース２年／ື中）

　10月29日、第52ճ工大一ࡇが行われた。ࡢ年౓同༷に新
型コロナウイルス感染拡大๷ࢭの観఺から、生徒と教員の
みでฏ日開催となった。
　「#onET�oG�,oEaJ1 ʙօで࡙かすসإの花ʙ」というスロー
ガンのもと、１年生はԑ日、２年生はコースలࣔ、３年生
はキッチンカーൢച所の༠ಋと感染予๷など学年ごとに分
୲をしてྟんだ。
　開会式後に、３年生女子による૑作ダンスの発表が行われ、
その後ਧ૗楽部の第50ճ定期演૗会も実施され、会場は大きなഥ手でแまれた。
の大演芸大会のゲストとしてϞノマネ芸人の「ノブとカカζ」のお;たྫ߃
りにお越しいただき、会場を盛り上͛ていただいた。
　生徒ͻとり一人が自分たちの役割に取り組み、盛گのうちにऴྃした。こ
の体験を活かし、今後の高校生活がॆ実するものになることを期଴したい。
　スローガン表জ：高ڮ　海ే܅（スϙーツਐ学コース２年／市川中）
ϙスター表জ：髙村　　༔܅（情報コース２年／૔石中）

体育祭

工大一祭

体育祭

工大一祭第52回

第63回

令和̐年̍月1�日現在令和３年度進路中間報告ʢ進学ઌҰཡʣ
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　11月22日、校௕ࣨにて情報コースと機ցコースが協力して作成
したື地۠「坂道名の看൘」ଃఄ会が行われた。
　ଃఄ会では、作成ऀを୅表して⅓୩ᣦึさん（情報コース２年／
中）からື地۠連合町内会の山Լ福一会௕と石田ਗ਼氏へ看൘が手ࡻ
౉された。会௕から24ある坂のͻとつ
の「ආප院の坂」の༝དྷのઆ໌があり、
会を務めたफ石ཅ菜さん（情報コー࢘
ス３年／八戸一中）は「名前ͻとつに
もそれͧれྺ史があり、地域のྺ史を
学ぶことができた」と感૝を述べた。
　なお、坂の名前や༝དྷは本校ϗーム
ページで঺介する。

湊地区「坂道名の看板」贈呈会

＜ʢ؅಺ʣۀا಺ݝ＞
青森ヤクルトൢ ച㈱
㈱オートガード八戸
㈱大山ݐ工
খ഼ݐ設工業㈱　２名
㈱޾楽ԓ八戸প館
美容ࣨۜのはさみ
ஙリフΥーム専門店ＡＣＥݐ
高प波ர造㈱
（福）みΖく会
　ಛผཆ護老人ϗーム光葉園
スターθンϛートプロセッサー㈱
青森工場ࡾ戸ビーフセンター
㈱セイシンハイテック
㈱タナカϗーム
（医）߁࿨会在୐έアセンター

ちょうじゃの森

月ؘ塗装㈱�
東京మ߯㈱八戸工場
東෮ݐ設㈱
トϤタカローラ八戸㈱
㈱ࠜ城グリーンݐ設
ネッツトϤタみちのく㈱
八戸੡࿉㈱八戸੡࿉所
᷃八戸地Լ開発工業
八戸中央青果㈱
八戸東洋㈱
八戸ߓ࿷運ૹ㈱
᷃福田組
プライフーζ㈱
北ୢ工業㈱
㈱マルタέ
マルϤ水産㈱
設工業㈱ݐӜࡾ

山沢ࠨ官工業所
ト᷃ムセカンド
᷃八戸地Լ開発工業
㈱Ϣニバース
㈱よこまち
ローソン八戸白ۜ店


֎؅	ۀا಺ݝ＞＞
㈱ジェイテック
日本原೩分析㈱
㈱マエダ
ೆړ業部㈱

＜ۀا֎ݝ＞
アイウチ工業㈱
㈱石井組　２名
㈱岩੉運༌機工

㈱Ӭਐ工業
大ࡕデリバリー㈱
෩ு工務店
田工業㈱ח
川口土໦ݐங工業㈱
関東シϞハナ物流㈱ް໦営業所
έイアイスター不動産㈱　２名
㈱坂上ݐ設
㈱ঀʑԓ
੢武ライオンζ
㈱相૒リテック
㈱タイラ型࿮
東亜道路工業㈱
東京ి力ϗールディングス㈱
㈱トッパンコϛュニέーションプロダクツ
日産自動車㈱
日మテックスエンジ㈱܅津支店　２名
日東グラステックス㈱
日本੡మ㈱東日本੡మ所

日野自動車㈱
ϔライݐ設㈱
๎࿨産業㈱習志野工場
ϙラスハウジング千葉㈱
㈱マルノウチディストリ
㈱ࡾӜ組
山崎ݐ設㈱東北支店
㈱Ϣアテック
力ؙݐ設㈱
࿡花௾੡՛㈱
㈱テクニカ総合設備

＜公　務　員＞
青森県ܯ
中ധ町役場
神奈川県ܯ察
自衛隊　２名ۭߤ
陸上自衛隊　７名
海上自衛隊　１名

　９月30日ʙ11月1�日
の毎ि໦༵日、課題研
究の授業時間をར用し、
ి気コース３年22名を
ର象に、八戸工業大学
ి気ి子工学科石山研
究ࣨ、関研究ࣨ、信山
研究ࣨ、ࠤʑ໦研究ࣨから協力いただき、研究ࣨの体
験型講ٛを実施した。
　今年で６ճ目となった高大連携事業は、ॳめてリ
Ϟートで行った。講ٛは、࠷新技術の঺介やม化しଓ
ける産業にରするڵຯ・関心の෯を広͛るための工෉
が施された内容であった。
　生徒たちは「೉しい内容だったが、教授・学生スタッ
フのօさんが༏しく分かりやすく教えてくれた」、「大
学での勉強にڵຯがわいてきた」と感૝を述べた。

　10月11日、2021年
プロ野ٿドラフト会
ٞが行われ、本校ߗ
式野ٿ部からプロ志
望ಧをఏ出していた
スϙー）܅田ক໼ࠇ
ツਐ学コース３年／大ฏ中）が、࡛玉੢武ライオンζ
から５Ґࢦ名をडけた。
大会から本校0#で現在千قは、２年生の秋܅田ࠇ　
葉ロッテマリーンζに所ଐするछ市ಞᏻ౤手が高校時
୅につけたエースナンバーをഎෛい、今年のय़ق大会
では準༏উ、ߕ子園予選青森大会ではܹಆを制しϕス
ト４ਐ出にಋいた。記ऀ会見の࣭問で、ࠇ田܅は「プ

ロの世界で活躍し、
お世話になった方ʑ
へのԸฦしをした
い。」とこたえた。
　今後ともࠇ田܅へ
のޚ੠援、よΖしく
おئいいたします。

　10月20日、バルセロナ五ྠやアトランタ五ྠのڝӭ日本୅表の千
葉すず氏を招き「ఘめない心・௅ઓする心」と題し、ී通科生徒ର
象の第25ճී通科人間力ཆ成講座（Ｇプロジェクト25）が行われた。
　千葉氏は「目ඪや夢があったからۤしいことがあっても乗り越え
られた」と目ඪ設定のॏཁ性や、「やってみなきゃわからへん、やっ
てみてから決めたらええ」と௅ઓすることの大੾さを語った。
　୅表生徒࠙談会では生徒の࣭問
に「ۓுはѱい事ではない。সう
ことで全਎のے೑がリラックス出
དྷるから、よくসって」とこたえ、
༷ʑなアドバイスをくれた。生徒
は「本౰にҝになったし感動した」
と感૝を述べた。

黒田君　　西武ライオンズ　ドラフト５位 Gプロジェクト

リモートを活用した高大連携事業

　11月20日・21日に、１ധ２日の
日ఔで、青森原೩テクノロジーセン
ターを会場に第11ճී通科合॓勉強
会（Ｇキャンプ11）を実施した。
　参加したಛผਐ学コース２年生15
名はօඞ死にصに向かい、本校ී通
科のグラデュエーション・ϙリシー
である「自学力」と「考動力」を਎につけるべく取り組んでいた。
　参加したߗ式野ٿ部の生徒は、「࠷ॳは自分にはઈରແ理と思っ
ていたけれど、஥間と一緒にしっかり勉学に向き合えた。かなり自
信が付いた」と話した。

Ｇキャンプ11

令和̐年̍月1�日現在令和３年度進路中間報告ʢ就職ઌҰཡʣ
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＜国公立大学・短大＞
名寄市立大学
釧路公立大学　３名
北見工業大学
青森公立大学
青森県立保健大学　２名
岩手大学
秋田公立美術大学　２名
福島大学
筑波大学
群馬県立女子大学
山形県立米沢女子短期大学　２名
大月市立大月短期大学

＜私立大学＞
札幌学院大学
北海道文教大学
弘前医療福祉大学
八戸学院大学　12名

青森中央学院大学　２名
八戸工業大学　10名
盛岡大学
岩手医科大学
東北文化学園大学　２名
宮城学院女子大学　２名
東北福祉大学
東北学院大学　２名
日本赤十字秋田看護大学　２名
東北芸術工科大学
国際医療福祉大学
獨協大学
駿河台大学
神田外語大学
千葉工業大学
法政大学
武蔵野美術大学
東京造形大学
大正大学

専修大学
駒澤大学
東洋大学
東京富士大学
東京農業大学
東京造形大学
多摩美術大学
玉川大学　２名
実践女子大学
北里大学
大妻女子大学
亜細亜大学　３名
桐蔭横浜大学
松蔭大学
関東学院大学
ネットの大学managara
同志社大学

＜医療系専門学校＞
八戸保健医療専門学校　２名
八戸看護専門学校　２名
東北メディカル学院　７名
国際医療福祉専門学校一関校
横浜労災看護専門学校
亀田医療技術専門学校

＜専門学校・各種学校＞
八戸理容美容専門学校　２名
八戸工科学院
専門学校アレック情報ビジネス学院　２名
青森中央文化専門学校
北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ
東北愛犬専門学校
仙台ビューティーアート専門学校
東北文化学園専門学校
仙台デザイン＆テクノロジー専門学校
仙台総合ペット専門学校
大原簿記情報ビジネス医療
　　福祉専門学校山形校

プロダクション人力舎
東京服飾専門学校
東京バイオテクノロジー専門学校
辻調理師専門学校
JAM日本アニメ・マンガ専門学校

＜民間就職＞
有限会社柏崎青果
社会福祉法人友の会
公益�財団法人シルバーリハビリテーション

協会介護老人保健施設はくじゅ
株式会社オーエス・エス
青森日産自動車株式会社　２名
川上塗装工業株式会社
アイリスオーヤマ株式会社
関越ソフトウェア株式会社
株式会社マリークヮントコスメチックス

＜公務員＞
陸上自衛隊　２名
海上自衛隊　４名

美術コース展誌上卒業制作展
１��田村　瑠菜
��「東の怪」/CG
２��上山　凌侍
��「タイムスリップ」/CG
３��田向　史龍
��「Ｃ，lock」/ 立体
４��名久井遥海
��「夢中」/アクセサリー
５��坂井　奈緒
��「不老不死」/映像
６��山﨑　柚羽
��「PV」/映像
７��酒井　すず
��「シーラカンス」/油彩
８��髙田　葵
��「内面」/油彩
９��泉山　花音
��「ＵＮＤＥＲ　ＷＡＴＥＲ
��ＤＯＧ」/アクリル

令和３年12月27日現在令和３年度　進路中間報告
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　11月８日、青森大学社会学部教授 秋田敏博
氏を講師に招き、生徒23名が参加して絵本の読
み聞かせワークショップが行われた。
　生徒は、幼少期における絵本の読み聞かせの
効用について知り、演習をとおして絵本の楽し
さを伝える方法を考えた。参加した古川愛さん
（カレッジコース２年／市川中）は「今まで絵
本の読み聞かせは、本に触れてもらうことを目
的としていると思っていたが、それだけでなく、
親子の絆を深めるための役割もあるということ
を知った。読み聞かせの方法も詳しく教わった
ので、今後
実際に幼稚
園などで
行ってみた
い」と述べ
た。

絵本読み聞かせ
ワークショップ

　本校生徒が「はしかみいいとこ
広め隊」として活動を行っている。
階上町教育委員会主催のこの活動
は、階上町の魅力を発信できる地
域の人材を育成することを目的と
しており、生徒たちはこれまでに
階上町の海岸地域や施設での
フィールドワークを通して町の魅
力を知り、町の魚アブラメ（アイ
ナメ）をはじめとする海産物の
PR方法を考えてきた。
　参加している生徒は「階上町の
ゆるキャラ（写真：あぶらめくん）を使っ
たゲームの開発
をして、町を多
くの人にPRし
ていきたい」と
述べた。

はしかみ
いいとこ広め隊

　12月10日、八戸工大大学院生宮里
匠氏を講師に迎え、採取マイクロプラ
スチックの分析結果報告会が行われた。
科学愛好会の生徒と総合的な探究の時
間にマイクロプラスチックをテーマに
活動を行っている２年生が参加。宮里
氏が、五戸川河口付近で本校生徒が採
取したマイクロプラスチックを分析し、
その結果を報告した。今後生徒は、１
月29日に宮城教育大学で行われる「児
童生徒の探究型学習・課題研究発表会」
で報告を行う予定。

マイクロプラスチック
分析結果報告会

　10月24日、白神山地トレッキングツアーが開催され、生徒
26名が参加した。このツアーは環境教育の一環として毎年
行っているもの。生徒は世界遺産に登録されている白神山地
を訪れ、ブナを中心とした植生観察を行った。また、隣接さ
れている津軽ダムも訪れ、水陸両用バスに乗車し、自然と人
類の共存のあり方を考え
た。参加した生徒は「青
森の魅力の新しい一面が
発見できた。今後は、自
然を壊さずに観光客を多
く呼び込める方法を学ん
でみたい」と述べた。

白神山地トレッキングツアー

　２学年の総合的な探究の時間に、地域の活性化、貧困家庭
や子育て家庭の支援、フードロスの解消を目的として、子ど
も食堂の実現に向けて活動しているグループがある。
　残念ながらコロナウイルス感染拡大の影響で子ども食堂の開催
は実現されていないものの、現在は地域の民間企業や団体、行政
機関などと相談・連携しながらフードパントリー活動の準備を行っ
ている。この活動の一環として、生徒たちはちょうじゃこども食
堂主催のハロウィーンパーティーやクリスマス会でゲームを企画・
運営も行った。参加した生徒
は「今後は実際にフードパン
トリー活動を行ったり、子ど
もの貧困の解決に向けた取り
組みについての探究活動も
行っていきたい」と述べた。

子どもたちに元気を届けたい！
２学年探究的な学習・子ども食堂

　12月15日、外務省職員の石原
丈嗣氏を講師に迎え、外務省高校
講座が行われた。外務省は毎年、
全国の高等学校に講師を派遣し
国際理解や外交官の職務につい
ての講座を実施しており、今年は
本校が選出された。
　講座は２部制になっており、第
１部で１・２年生が石原氏から話を聞き、第２部で希望した約
30名の生徒が参加して座談会が行われた。
　参加した生徒は、「海外で仕事をする人の話を直接聞く機会
はなかなかないので、ためになることが多かった。資源が少な
い日本に住んでいる私たちは、勉強して世界で活躍するしかな
い、という言葉が印象に残った」と述べた。

外務省高校講座

　12月１日、２学年の生徒150名
はクラスごとに分かれて八戸市
内の事業所８カ所を訪問、工場や店舗の見学、作業体験などを
通じて地域経済を支える各企業への理解を深めた。
　旭光通信システム㈱を見学した石岡大知さん（カレッジコー
ス／大館中）は「高速道路で何気なく見るものが、八戸で作ら

れていたことを知り驚
いた。八戸が物流や、
物の生産に向いた土地
だと知り、地元就職を
視野に入れようと思っ
た」と述べた。

２学年企業見学

SDG s達成のために
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　11月10日、元ೆۃ地域観ଌ隊の一員で、八戸工業大学
大学院।教授の҂川ܙ理ઌ生をお招きし、ೆۃに関するサ
イエンスಛผ講座を実施した。
　前൒は、ೆۃ観ଌに参加したときのリアルな体験談や、
ೆۃに生ଉする植物、ೆ 。のҧいなどが঺介されたۃと北ۃ
生徒はڵຯ津ʑの༷子でメϞをとりながら聞いていた。
　後൒は、どんな仕事も文ܥと理ܥの人が協力して行って
いること、好きなことを見つけܧଓできるようఘめない心
が大੾だというਐ路選୒の一ॿとなるアドバイスをいただ
いた。
　生徒は、「ೆۃの植物の話しと、ਐ路の話しがڵຯ深かっ
たです。仕事には文ܥと理ܥが深く関わっていることを知
り、とても勉強になりました」と感૝を述べた。

੨৿ʹؔΘΔՊ学ٕज़Λ学Ϳ　
　10月2�日、第２ճ校外学習が実施され、青森県に関わる
科学や科学技術のྺ史を学ぶ目的で、࿡έ所原೩PRセンター
と青森県立ࡾ沢ۭߤ科学館を訪れた。
　࿡έ所原೩PRセンターでは、施設を見学、์ࣹઢଌ定ث
を使って਎のճりにあるものの์ࣹઢྔをଌ定し、༷ʑな場
所で์ࣹઢが使われていることを学んだ。
科学館を訪れ、ϛス・ビードル߸や青ۭߤ沢ࡾ後からはޕ　
森県に関わるۭߤのྺ史についての知ࣝを深め、体感型ల
ࣔによりۭをඈぶ仕組みやۭߤにかかわる技術を楽しみなが
ら学んだ。Ӊ஦κーンでは、Ӊ஦探ࠪや地ٿ観ଌのలࣔを
見学、Ӊ஦がより਎近になっていることを感じた。生徒ୡは、
༷ʑな分野における科学技術がண
実にਐาしていることを実感した。

࣮ମ͔ݧΒೆۃΛ学Ϳ

աڈͱ現在Λͭͳཱྀ͙　
　11月４日ʙ６日、３年生が
「ྺ史・文化・産業・自然・
4%GT」をテーマに、修学ཱྀ行
に秋田県と岩手県を訪れた。
　１日目はඌڈ沢߭山の޵
道内をガイドさんの話を聞
きながらาいてճり、その後、
࠭ۚ取りを体験した。޵道内
のԹ౓は通年を通して12ʙ
13ˆ、߭山を۷りすすめてい
くことの大มさを実感した。
　２日目は入道崎、உࣛ水଒館GA0、なまは͛館、真山
伝ঝ館、פ෩山、֯館を訪れた。どの見学地もॆ実した内
容であったが、ಛに、目の前で൸࿐されたなまは͛習ଏの

表　ࢴ　　さくら幼稚園

さくら幼稚園50周年
　10月23日、さくら幼稚園50प年記念イϕントが八
戸工業大学体育館を会場に行われた。園児は、ॳめて
の場所にいささかۓு気ຯではあったが、ඌ崎直子෕
฼と教師の会会௕ѫࡰがऴわり園ՎをՎいऴわるࠒに
は、いつもの元気なসإに໭っていた。
　後൒は、親子で体ૢや;れあい༡びをし、園児全員
で手話ソング「にじ」を൸࿐し（表ࢴ写真）、年௕組が「ビ
リーブ」をՎった。࠷後は、َ໓のਕのキャラクター
にกした八戸工業大学生が登場、園児にアニマルアー
トバルーン等のプレθントがあった。
　コロナՒでの開催は、෕฼にも子どもୡにも思い出
に残るイϕントになったことだΖう。
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さくら幼稚園
̿�ʵ� クϦスϚス͸ͬͽΐ͏か͍ʗか͙ͨΔ·ʗΑ͏ͪ͑

Μͬͯ͜Μͳͱ͜ΖʗͱらΜΆΓΜ

八戸工業大学
̿�ʵ� ৽年学長ϝοηーδʗ৽੒人ʹฉ͘ʗ 0#0( ϝο

ηーδʗΞΠススέート෦༏勝ʗΦϯϥΠϯ学Ԃ
࢒෦ೋ෦༏勝ʗόϨーϘール෦一෦ٿ໺ࣜߗʗࡇ
ཹʗ文化会ૼ月లʗެ։࠲ߨ

̿�ʵ� 八戸ౙࠃق体シϯϘルϚーク・スϩーΨϯ࠾用ʗ
৽型ίϩφ΢Πルスҩྍࢧԉʗઇ෗පධՁܥの։
ൃʗ৽年౓ࡾ෦会໾員ܾఆʗۀاͱ࿈ܞतۀʗ田
໊෦૊ڠఆక݁ʗ学಺ϫクνϯ઀छঢ়گʗඇ઀৮
型ফಟ機دଃʗΦーϓϯΩϟϯύス༧ఆ ʗறं৔
੔උʗ２月～４月༧ఆʗ����年౓入試

八戸工業大学第一高等学校
̿�ʵ� 体育ࡇʗ工大一ࡇʗࠇ田܅੢෢ϥΠΦϯζυϥϑ

ト̑Ґʗ工ۀ科高大࿈ۀࣄܞʗී通科 ( ϓϩδΣ
クトʗ ( Ωϟϯϓʗࡔಓ໊の؃൘دଃʗ令和３年
౓ਐ࿏ঢ়گ中間報ࠂ

八戸工業大学第二高等学校
̿ø÷ʵøø ඒज़ίースల্ࢽଔ࡞੍ۀలʗ令和３年౓ਐ࿏ঢ়

ʗࠂ中間報گ 4%(͂ ɿ֎຿ল高ࢠ・࠲ߨߍͲ΋৯
ಊ・２学年ݟۀا学・നਆࢁ஍トϨοΩϯάπΞー・
ֆຊಡΈฉかͤ・͸͠かΈ͍͍ͱ͜޿Ίୂ・ϚΠ
クϩϓϥスνοク分ੳ݁Ռ報ࠂ会 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校
̿øù म学ཱྀߦʗαΠΤϯスಛผ࠲ߨʗ第２ճߍ֎学श

̿øù ͘͞ら༮ஓԂ��प年ʗཧࣄ会・ධٞ員会

ഭ力には、ѹ౗された。॓ധઌの༦食のバイキングはѹר
で、何౓もおかわりをする生徒͹かりであった。
　３日目は中ଚۚࣉ৭堂と、えさし౻原のڷを訪れた。こ
の時期はߚ葉が見ࠒで生徒ୡは驚きの੠をあ͛、その༷子
をࡱ影している࢟が多く見られた。ある生徒は「見学場所
はどこもڵຯ深く、秋田や岩手が好きになった。ྺ史の知
ࣝも深まった。なまは͛習ଏを見て、心の面でも強くなれた」
と感૝を述べた。
このコロナՒで
修学ཱྀ行を実施
できたことは、生
徒にとって大き
な経験となった
ようだ。

さくら幼稚園創立50周年記念イベント
「親子であそぼう」
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　・「八戸工業大学学ଇ」มߋに関する݅
　・「八戸工業大学ಛ଴生・঑学生نఔ」վ正に関する݅
　・八戸工業大学学務システムߋ新に関する݅
　・学校法人八戸工業大学資産運用に関する݅
˖��݄��೔ɹཧࣄձ
　・「八戸工業大学学අೲ入نఔ」վ正について
　・「八戸工業大学ಛ଴生・঑学生نఔ」վ正について
　・�「学校法人八戸工業大学ి子取Ҿ関܎情報のగ正ٴび
制定について「ߝに関する事務ॲ理ཁࢭআの๷࡟

　・資産運用について




